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６
月
19
日
、
第
23
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
高

根
沢
町
民
ホ
ー
ル
で
の
開
催
と
な
り
、

本
人
出
席
82
名
（
前
年
80
名
）
と
、
前

年
と
同
程
度
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
長
団
に
は
相
馬
義
樹
氏
（
那
須
塩

原
市
）、
興
野
一
美
氏
（
那
須
烏
山
市
）

が
選
出
さ
れ
、
円
滑
に
議
事
を
進
行
し

て
頂
き
、
全
議
案
と
も
原
案
通
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
出
席
状
況

組 

合 

員	

４
２
０
名

本
人
出
席	

８
２
名

委
任
出
席	

０
名

書　
　
面	

３
０
４
名

第
22
回
乳
質
共
励
会
表
彰

　
同
日
の
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
第	

22
回
乳
質
共
励
会
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。	

受
賞
さ
れ
た
方
々
に
改
め
て
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

第
23
回
通
常
総
会
開
催

表彰区分 支所名 組 合 員 名 連続賞 組合外表彰 表彰区分 支所名 組 合 員 名

最優秀賞

那須高原 渡 邉 牧 拓 ３年連続 県 知 事 賞

優 良 賞

那須高原 清 水 時 雄
〃 人 見 政 博 県 知 事 賞 〃 室 井 忠 則
〃 前 田 宏 幸 ８年連続 県 知 事 賞 〃 井 上 仁 作
〃 加 藤 拓 央 県 知 事 賞 〃 ㈲エイブルファーム

宇 都 宮 小 口 和 則 県 知 事 賞 〃 石塚三愛農場㈱
〃 植　木　　　靖 ８年連続 県 知 事 賞 宇 都 宮 大 野 雅 美
〃 駒　場　　　久 ４年連続 県 知 事 賞 那須高原 高 井 信 二
〃 松 山 秀 夫 県 知 事 賞 〃 菊　地　　　功

優 秀 賞

那須高原 利根川　幸　枝 農政部長賞 〃 皆 川 健 介
〃 石 川 正 勝 宇 都 宮 佐　藤　　　輝
〃 大田原　誠　一 〃 川 上 靖 夫

宇 都 宮 大 木 宏 泰 那須高原 中 島 隆 利
〃 増 山 清 樹 ３年連続 〃 山　口　　　智
〃 高　橋　　　剛 〃 高 柳 智 紀
〃 上 野 敬 子 宇 都 宮 ㈱みなかわ牧場

那須高原 ㈱ 桃 井 牧 場 ４年連続 〃 塩野目　満　幸
〃 菊　池　　　浩 〃 黒 尾 賢 一
〃 大 関 一 男 ３年連続 以上、38名の方々が特に優秀な成績を	

収められました。
※敬称略

宇 都 宮 須 藤 貴 則 ２年連続
〃 羽 田 光 論
〃 井 澤 真 也

第22回乳質共励会表彰者

議長団 左より、興野　一美 氏、相馬　義樹 氏

受賞者の皆様方



3 酪農とちぎ農業協同組合　2024．8．8

那
須
高
原
支
所

花
の
苗
配
布
（
支
所
協
議
会
）

　
６
月
12
日
、
那
須
高
原
支
所
活
動
推

進
協
議
会
（
長
島
正
範
会
長
）
事
業
に

よ
る
花
の
苗
配
布
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
各
地
域
組
合
、
支
部
等
の

役
員
や
青
年
部
・
女
性
会
の
協
力
を
い

た
だ
い
て
、
組
合
員
一
戸
あ
た
り
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
20
本
と
イ
ン
パ
チ
ェ
ン

ス
20
本
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
花
も
夏
が
見
頃
の
花
と
い

う
事
で
、
暑
さ
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

き
ま
す
が
、
花
と
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て

日
頃
の
作
業
に
励
ん
で
い
た
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
配
布
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

宇
都
宮
支
所

女
性
会
２
支
部
で
研
修
会
を
実
施

（
宇
河
今
市
支
部
・
塩
谷
支
部
）

　
女
性
会
宇
河
今
市
支
部
（
駒
場
陽
子

支
部
長
）
で
は
、
６
月
20
・
21
日
に
奥	

日
光
方
面
で
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。	

１
日
目
は
、
中
禅
寺
湖
に
あ
る
遊
覧
船

に
乗
り
、「
イ
タ
リ
ア
・
英
国
大
使
館

別
荘
」
や
「
男
体
山
」
な
ど
自
然
豊
か

な
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
奥
日
光
ホ
テ
ル
四
季
彩
」
に
て
天
然

温
泉
と
地
元
の
食
材
を
使
用
し
た
お
料

理
を
堪
能
し
、
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
ま

し
た
。
２
日
目
は
、「
西
洋
料
理　

明

治
の
館
」
に
て
、
明
治
時
代
に
造
ら
れ

た
洋
館
に
歴
史
や
文
化
を
感
じ
な
が
ら

ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仕
事
の

こ
と
を
忘
れ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
女
性
会
塩
谷
支
部
（
羽
田
須
美
子
支

部
長
）
で
は
、
６
月
27
日
に
東
京
方
面	

で
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
初
め
に
、	

東
京
都
庁
を
見
学
し
ま
し
た
。
都
庁
内

に
あ
る
展
望
室
は
、
地
上
２
０
２
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
か
ら
東
京
の
街
を
一
望
で

き
ま
す
。
普
段
の
生
活
で
は
見
る
こ
と	

が
で
き
な
い
景
色
に
、
支
部
員
の
皆
さ
ん	

も
興
味
津
々
で
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で

し
た
。
そ
の
後
、豊
洲
へ
移
動
し
、「
季

の
庭　

ラ
ビ
ス
タ
東
京
ベ
イ
豊
洲
店
」

に
て
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
豊

洲
市
場
か
ら
仕
入
れ
た
魚
介
の
お
寿
司

や
天
ぷ
ら
を
堪
能
し
ま
し
た
。
次
に
、

今
年
の
２
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
た
「
千

客
万
来
」を
散
策
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
、

豊
洲
市
場
直
送
の
新
鮮
な
魚
介
類
を
は

じ
め
、
お
土
産
等
も
購
入
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
温
泉
や
足
湯
、
岩
盤
浴
も
あ

り
食
の
場
だ
け
で
な
く
憩
い
の
場
も
提

供
し
て
い
ま
す
。
平
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
お
り
、

外
国
人
観
光
客
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

普
段
と
は
異
な
る
景
色
や
食
を
満
喫
し

た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
両
支
部
と
も
に
少
な
い
参
加
人
数
で

の
開
催
で
し
た
が
、
支
部
員
同
士
の
交

流
を
深
め
ら
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
厳

し
い
情
勢
に
負
け
ず
、
こ
れ
か
ら
も
支

部
員
の
皆
さ
ん
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

な
る
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

配布協力

女性会塩谷支部
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平
成
31
年
４
月
６
日
に
開
催
し
て
以

来
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
自
粛
し
て
い
た
酪

農
ま
つ
り
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
令
和

６
年
４
月
６
日
に
満
を
持
し
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
４
月
30
日

ま
で
は
平
成
で
し
た
の
で
、
令
和
に
入
っ

て
最
初
の
酪
農
ま
つ
り
と
な
り
ま
す
。

　
久
し
ぶ
り
と
い
う
こ
と
で
職
員
も
手

探
り
で
の
準
備
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
の
ご
協
力
を
頂
き
無
事
開
催
に
こ
ぎ

着
け
ま
し
た
。
共
進
会
の
審
査
員
に
は

北
海
道
河
東
郡
上
士
幌
町
よ
り
吉
田
智

貴
氏
を
迎
え
、
厳
正
な
る
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
入
賞
さ
れ
た
方
々
に
つ
き

ま
し
て
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
下
表
参
照
）。

　
他
に
は
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ウ
、
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ウ
、
企
業
出
展
ブ
ー
ス
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
、
販
売
店
、
お
楽
し
み
抽
選

会
な
ど
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、

大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
ご

協
力
・
ご
協
賛
・
ご
参
加
頂
い
た
皆
様

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
23
回
酪
農
ま
つ
り
開
催

（
第
23
回
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
併
催
）

入賞者と共に
グランドチャンピオン
和田　　泰 氏

審査員
吉田　智貴 氏
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酪
農
と
ち
ぎ
労
働
組
合
で
は
コ
ロ
ナ

の
落
ち
着
き
も
見
え
た
昨
年
よ
り
、
牛

乳
消
費
拡
大
活
動
を
復
活
し
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
府
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
生

乳
生
産
量
を
誇
る
、
大
消
費
地
近
郊
で

生
産
さ
れ

た
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
味

わ
い
の
栃

木
の
牛
乳

を
、
イ
チ

ゴ
と
同
様

に
栃
木
の

誇
る
農
産

物
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
べ
く
、
益
子
観
光
い

ち
ご
団
地
の
一
画
を
お
借
り
し
て
３
月

20
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
労
組
で
用
意
し
た
牛
乳
と
ミ

ル
ク
ジ
ャ
パ
ン
の
グ
ッ
ズ
及
び
、
イ
チ

ゴ
と
牛
乳
を
使
用
し
た
レ
シ
ピ
を
配
布

致
し
ま
し
た
。
ハ
ト
バ
ス
等
で
の
ツ

ア
ー
客
も
見
ら
れ
、
首
都
圏
の
消
費
者

に
向
け
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
も
の
と
思
い

ま
す
。
イ
チ
ゴ
団
地
及
び
イ
チ
ゴ
の
生

産
者
の
方
々
に
も
好
評
の
様
で
、
引
き

続
き
消
費
拡
大
活
動
を
実
施
出
来
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

牛
乳
消
費
拡
大
活
動
報
告

業
務
部

●『
父
の
日
に
牛ち

乳ち

を
贈
ろ
う
！
』

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催

　
６
月
の
「
牛
乳
月
間
」、
６
月
１
日
の	

「
牛
乳
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、道
の
駅
「
明	

治
の
森
・
黒
磯
」
と
道
の
駅
「
思
川
」
で
、	

『
父
の
日
に
牛
乳
を
贈
ろ
う
！
』
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。
県
酪
農
青
年

女
性
会
議
の
委
員
を
中
心
に
、
一
般
消

費
者
に
向
け
、
牛
乳
や
ミ
ル
メ
ー
ク
、

Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
の
配
布
を
し
な
が
ら
、
牛

乳
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
今
回
、
道
の
駅
「
明
治
の
森
・

黒
磯
」
で
は
、
牛
乳
の
飲
み
比
べ
を
行

い
、
７
種
類
の
牛
乳
（
高
・
中
・
低
温

殺
菌
牛
乳
、
ノ
ン
ホ
モ
牛
乳
、
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
乳
等
）か
ら
３
種
類
を
選
択
し
、

飲
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
乳
、
製

造
方
法
の
違
い
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

牛
乳
の
味
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
６
月
５
日
に
、
佐
野
市
長
表

敬
訪
問
、
６
月
12
日
に
、
県
知
事
表
敬

訪
問
を
行
い
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費

拡
大
及
び
、
継
続
的
な
消
費
を
図
る
た

め
、
県
産
牛
乳
や
各
種
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
を

持
参
し
、
牛
乳
消
費
拡
大
へ
の
よ
り
一

層
の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

県　庁

思　川

明治の森

　
第
23
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、
青
年

部
部
長
に
荒
井
芳
幸
氏
、
副
部
長
に
和

泉
正
行
氏
、
女
性
会
会
長
に
海
老
原
治

美
氏
、
副
会
長
に
石
川
文
子
氏
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
組
織
活
動
へ
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご	

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
各
役
員
の
役
職
は
別
表
を
ご
参
照
願

い
ま
す
。

青
年
部
・
女
性
会
に
つ
い
て

女性会本部役員名簿 青年部本部役員名簿
役職 氏　　名 役職 氏　　名
会 長 海老原治美 部 長 荒井　芳幸
副会長 石川　文子 副部長 和泉　正行
会 計 羽田須美子 会 計 松井　　光
監 事 石塚　泰子 監 事 人見　祐樹
監 事 駒場　陽子 監 事 吉田　　涼
委 員 君島　恵美 委 員 長谷川知教
委 員 菊地　富代 委 員 佐々木竜也
委 員 興野　礼子 委 員 永嶋俊太郎
委 員 小林　峰子 参 与 永嶋俊太郎（兼任）
参 与 興野　礼子（兼任） ◎任期は２年となっております。

益子観光いちご団地
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　那須高原　　　 　宇都宮　　　 　令和６年度　　　 　令和５年度

25
24
23
22
21
20
19
18
17
16

万個／㎖  体細胞数の推移

18,000
16,000
14,000
12,000
10,000
8,000
6,000
4,000
2,000

0

トン  乳量の推移
24,000
23,000
22,000
21,000
20,000
19,000
18,000
17,000
16,000
15,000

4.20

4.10

4.00

3.90

3.80

3.70

3.60

％  脂肪率の推移

9.00

8.95

8.90

8.85

8.80

8.75

8.70

8.65

8.60

％  無脂乳固形分の推移

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月10月11月12月１月 ２月 ３月

生
乳
受
託
課

　
令
和
６
年
６
月
度
の
組
合
生
乳
生
産	

量
は
、
２
１
、３
１
１
ｔ
（
前
年
比
１	

０
２・４
％
）と
な
り
ま
し
た
。
各
支
所	

の
受
入
乳
量
は
、那
須
高
原
支
所
１
５
、	

３
９
７
ｔ
（
前
年
比
１
０
４・
１
％
）、

宇
都
宮
支
所
５
、９
１
４
ｔ
（
同
98
・

3
％
）
と
な
り
、
出
荷
者
数
は
前
年
同

月
よ
り
23
戸
減
の
２
９
９
戸
（
内
、
学

校
１
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
度
の
組
合
平
均
乳
質
は
、
脂
肪

率
3
・
79
％
（
前
年
差
▲
0
・
01
％
）、	

無
脂
固
形
分
率
8
・
82
％
（
同
±
0
・

00
％
）、
体
細
胞
数
は
20
・
07
万
（
同

＋
0・71
万
）
の
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
関
東
生
乳
販
連
の
６
月
の
総
受
託
乳

量
は
８
６
、３
６
２
ｔ
（
前
年
比
１
０	

１・
７
％
）
と
な
り
、
５
ヶ
月
連
続
し

前
年
を
上
回
る
状
況
で
す
。
用
途
別
販

売
数
量
を
見
る
と
、
学
乳
は
供
給
日
数	

の
減
少
に
よ
り
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。	

飲
用
全
体
と
し
て
は
北
海
道
の
生
産
が

前
年
を
下
回
り
、
広
域
か
ら
の
生
乳
が

抑
制
さ
れ
た
こ
と
が
要
因
で
、
前
年
比

１
０
１・
８
％
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

脱
粉
・
バ
タ
ー
等
向
け
が
95
・
７
％
と

前
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
の
生
産
量
は
98
・
９
％
と
４
ヶ

月
振
り
に
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。
内

訳
は
北
海
道
が
98
・
１
％
、
都
府
県
が

99・９
％
の
前
年
比
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、令
和
６
年
６
月
度
の
生
産
量・

乳
質
、
及
び
関
東
生
乳
販
連
の
用
途
別

販
売
数
量
は
別
表
の
通
り
で
す
。

	 令和６年度　関東生乳販連用途別販売数量	 （単位：kg・％）

用　　途 ６月期実績 前年同期
実　　績 前年比 ６月末実績

（累計）
前年同期
実　　績 前年比

飲 用 牛 乳 向 け 66,669,129 65,495,860 101.8 197,171,916 198,793,252 99.2 
（うち学校を除く飲用） 54,697,758 52,612,178 104.0 164,307,042 165,364,097 99.4 
（ う ち 学 校 向 け ） 11,971,371 12,883,682 92.9 32,864,874 33,429,155 98.3 
は っ 酵 乳 向 け 12,017,920 11,533,995 104.2 35,226,216 35,162,658 100.2 
脱粉・バター等向け 6,518,382 6,811,457 95.7 34,201,662 27,499,451 124.4 
生 ク リ ー ム 等 向 け 1,028,250 989,855 103.9 3,109,129 3,049,825 101.9 
チ ー ズ 向 け 127,988 94,552 135.4 395,412 330,688 119.6 
総 受 託 乳 量 86,361,669 84,925,719 101.7 270,104,335 264,835,874 102.0 
脱粉・バター等向け比率 7.55 8.02 － 12.66 10.38 －
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４
月
度
理
事
会
（
４
月
30
日
）

報
告
事
項

１　
組
合
員
の
予
告
脱
退
に
つ
い
て

２　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

３　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

４　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

５　
特
別
管
理
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

６　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

７　

‌�

子
会
社
（
酪
農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー

ト
）
令
和
５
年
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

協
議
事
項

１　

‌�

３
月
度
及
び
令
和
５
年
度
事
業
実

績
に
つ
い
て

２　
定
款
等
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

３　

‌�

第
23
回
通
常
総
会
の
附
議
事
項
に

つ
い
て

４　
外
部
団
体
等
の
役
員
推
薦
に
つ
い
て

５　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

５
月
度
理
事
会
（
５
月
30
日
）

報
告
事
項

１　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

２　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

３　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

４　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

１　
令
和
５
年
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

２　

‌�

令
和
５
年
度
損
失
金
処
理
（
案
）

に
つ
い
て

３　

‌�

第
22
回
乳
質
共
励
会
表
彰
（
案
）

に
つ
い
て

４　
４
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

５　
外
部
団
体
等
の
役
員
推
薦
に
つ
い
て

６　
‌�

消
費
拡
大
活
動
支
援
に
係
る
実
施

要
領
（
案
）
の
設
定
に
つ
い
て

７　

‌�
令
和
６
年
度
中
小
酪
農
等
対
策
事

業
の
対
応
に
つ
い
て

６
月
度
理
事
会
（
６
月
28
日
）

報
告
事
項

１　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

２　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

３　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

４　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

１　
５
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

２　

‌�

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
更
新
に
つ

い
て

３　
外
部
団
体
等
の
役
員
推
薦
に
つ
い
て

４　
夏
季
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

７
月
度
理
事
会
（
７
月
31
日
）

報
告
事
項

１　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

２　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

３　

‌�

賃
上
げ
及
び
夏
季
手
当
の
支
給
に

つ
い
て

４　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

５　
特
別
管
理
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

６　
乳
牛
飼
養
動
態
調
査
結
果
に
つ
い
て

７　

‌�

子
会
社
の
第
１
四
半
期
事
業
実
績

に
つ
い
て

８　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

９　

‌�

東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物
損

害
賠
償
に
つ
い
て

協
議
事
項

１　

‌�

６
月
度
及
び
第
１
四
半
期
事
業
実

績
に
つ
い
て

２　
理
事
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

３　
職
員
人
事
に
つ
い
て
（
追
認
）

４　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

５　
‌�

外
部
団
体
等
の
役
員
推
薦
に
つ
い

て
（
追
認
）

６月度　ホクレン初妊牛市場成績　〔単位：千円（税込）〕
ホル系　初妊牛 （ＥＴ初妊牛）

市場名 開催日 出場頭数 成立頭数 取引率 平均価格 出場頭数 成立頭数 平均価格
十 勝 6月10日 608 439 72.2% 401 115 87 549
釧 路 6月19日 228 204 89.5% 427 27 23 418
根 室 6月20日 318 264 83.0% 436 61 44 537
北 見 6月21日 290 253 87.2% 413 14 14 528
稚 内 6月28日 304 265 87.2% 390 14 14 439
合 計 1,748 1,425 81.5% 413 231 182 494
前 月 2,089 1,622 77.6% 482 298 248 602
前年同月 1,995 1,785 89.5% 431 314 277 593
　８月の初妊牛動向といたしましては、10 月～11 月分娩が中心となります。秋口分娩に
はなりますが、真夏の暑さによる輸送リスクを考慮すると引き合いはあまり強まらない事
が予想されますので、相場はもちあい～やや弱含みで推移すると思われます。ただ、道内
酪農家は軟調相場を受けて生体販売を減らし自家保留を増やす動きが出始めているため、
秋に向かって価格帯は上昇する可能性が十分に予想されています。導入を希望される方は、
早めのご注文をよろしくお願いいたします。

７月度　県内家畜市場成績　〔単位：円（税込）〕

市場名 種  別 出場
頭数

成立
頭数

平均
体重 最  高 最  低 平  均

（
７
／
20
）

那
　
　
須

F １雄 136 135 66 262,900 88,000 201,178

F１雌 104 100 64 264,000 15,400 172,315

ホルス雄 57 56 64 139,700 33,000 108,193

　今回の初生牛相場は前回（７／15）の平均価格と比較しますと、
Ｆ１雄は約 24 千円安、Ｆ１雌は約５千円安と若干の弱含みで推移し 
ています。Ｆ１雄に絞って前月６月との価格比較を行いますと、約
８千円安となっています。例年８月に向けて価格は軟調で推移する
ことが多いため、今後の相場としてはやや弱含みで推移するものと
思われます。
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《
新
入
職
員
紹
介
》

新
規
採
用
者
（
４
月
１
日
付
）

那
須
高
原
支
所	

中な
か
村む
ら
美み

寿す

ず々

　
４
月
か
ら
那
須

高
原
支
所
に
配
属

に
な
り
ま
し
た
。

中
村
美
寿
々
と
申

し
ま
す
。

　
出
身
は
宇
都
宮
市
で
、
出
身
校
の
宇

都
宮
白
楊
高
校
で
は
和
牛
の
肥
育
な
ど

を
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
学
ぶ
う
ち
、	

乳
牛
も
学
び
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、	

栃
木
県
農
業
大
学
校
に
進
学
し
、
酪
農

を
専
攻
し
て
参
り
ま
し
た
。
在
学
中
の

牛
舎
管
理
や
酪
農
家
さ
ん
へ
の
研
修
を

き
っ
か
け
に
、
乳
牛
が
好
き
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
な
り
、
酪
農
家
さ
ん
を
支

え
る
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
那
須
の
地
理
が
よ
く
分
か
っ
て
い
な

い
の
で
早
く
覚
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
の
身
な
の

で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
多
方
面
か
ら
情
報
を
吸
収
し
、
組

合
員
の
方
々
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

宇
都
宮
検
査
室	

尾お

﨑ざ
き
那な

な々

未み

　
４
月
か
ら
宇
都

宮
検
査
室
に
配
属

に
な
り
ま
し
た
尾

﨑
那
々
未
と
申
し

ま
す
。
栃
木
農
業
高
校
で
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
雌
牛
を
子
牛
か
ら
成
牛
に
な
る
ま
で

管
理
し
た
こ
と
で
酪
農
へ
の
興
味
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
２
年
生

の
時
に
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
に
初
め

て
参
加
し
、
乳
牛
の
優
美
さ
や
従
順
さ

を
知
り
長
命
連
産
を
果
た
す
機
能
的
な

体
型
に
つ
い
て
も
学
習
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
も
っ
と
酪
農

に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
い
栃
木
県
農

業
大
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

　
知
識
や
技
術
は
日
々
勉
強
中
で
不
慣

れ
な
点
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
日
で
も
早
く
組
合
員
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

業
務
部
指
導
企
画
課	

小こ
ば
や
し林　
安あ

柚ゆ

　
４
月
よ
り
業
務

部
指
導
企
画
課
に

配
属
に
な
り
ま
し

た
。
出
身
は
栃
木

県
鹿
沼
市
で
す
。
宇
都
宮
市
内
の
高
校

を
卒
業
し
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

へ
進
学
し
ま
し
た
。
在
学
中
に
栃
木
県	

内
で
の
酪
農
実
習
を
す
る
機
会
が
あ
り
、	

そ
の
経
験
か
ら
酪
農
に
魅
力
を
感
じ
、

酪
農
関
係
の
道
に
進
み
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
在
学
中
は
牛
に
つ

い
て
勉
強
し
て
き
ま
し
た
が
、
非
農
家

出
身
の
た
め
酪
農
に
関
す
る
知
識
や
技

術
は
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
。
不
慣
れ

な
こ
と
も
多
く
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
日

で
も
早
く
組
合
員
の
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
に
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

《
職
員
人
事
》

退　
職　
者
（
６
月
30
日
付
）

那
須
高
原
支
所

　
業
務
推
進
課	
鈴す
ず
木き

利り

久く

郎ろ
う

退　
職　
者
（
７
月
22
日
付
）

那
須
高
原
支
所

　
業
務
推
進
課	

小こ
ば
や
し林　

祐ゆ
う

哉や

退　
職　
者
（
７
月
31
日
付
）

那
須
高
原
支
所

　
業
務
推
進
課 

係
長	

岡お
か
見み　
厚あ
つ
志し

　
業
務
推
進
課	

石い
し
森も
り　
知ち

穂ほ

　
業
務
推
進
課	

益ま
し
子こ　
聖き
よ
崇た
か

新
規
採
用
者
（
７
月
22
日
付
）

経
済
部

　
那
須
高
原
CS（
臨
時
）	

金か
な
塚づ
か　
　
遼
は
る
か

新
規
採
用
者
（
８
月
１
日
付
）

総
務
部

　
総
務
課
（
臨
時
）	

服は
っ
部と
り　
七な

海み

業
務
部

　
指
導
企
画
課（
臨
時
）	

赤あ
か
坂さ
か　
桃も
も
香か

那
須
高
原
支
所

　
業
務
推
進
課（
臨
時
）	

安あ

部べ　
春は
る
菜な

　
業
務
推
進
課（
臨
時
）	

於お

保ぼ　
成な
る
美み

正
職
員
登
用
者
（
８
月
１
日
付
）

経
済
部

　
生
乳
受
託
課	

秋あ
き
澤ざ
わ　
智と
も
子こ

　
那
須
高
原
CS	

平ひ
ら
山や
ま
未み

来き

也や

異
動
（
８
月
１
日
付
）

別
添
「
酪
農
と
ち
ぎ
機
構
図
」
の

と
お
り


